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医療事業厚生連の取組
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【ＪＡグループ役職員限定】自由診療による
新型コロナウイルス核酸増幅検査（ＰＣＲ法・ＴＲＣ法）の実施①

JA北海道厚生連

2021年５月、北海道での感染者数が最多(当時)を更新し、PCR検査の需要拡大に
伴い、様々なご支援をいただいた会員農協を対象にPCR検査の受入れを行いました。

検査キット
会員専用タブを作成しホームページにて受入- 2 -



【ＪＡグループ役職員限定】自由診療による
新型コロナウイルス核酸増幅検査（ＰＣＲ法・ＴＲＣ法）の実施②

JA北海道厚生連
１．自費検査の流れ

（１）ＰＣＲ検査（唾液）
①結果報告までの流れ

2.案内文書（資料1）、検体採取（資料2）・
郵送キット（資料3）を送付

1.病院へ電話連絡

4.検体を受領し、ＰＣＲ検査実施（※1）

検査希望者 病院

3.案内に従い自宅でだ液を採取、郵送キッ
トで郵便局から病院へ曜日指定で郵送

5.検査結果を希望者へ郵送

計 道内３９ＪＡ（連合会・関係団体を含む）からの依頼 計２,４８７件の検査実績- 3 -



医療体制がひっ迫している都府への看護師派遣

JA北海道厚生連

全国で新型コロナウイルス感染
拡大により看護師不足が続くな
か、内閣府から派遣の要請があ
り、大阪府へ５名、東京都に２名
の派遣を行いました。
いずれも旭川厚生病院からの
派遣であり、クラスターを経て終
息に向けて得た知識とノウハウを
活かしたいと計40名以上の志願
があり、その中から計７名の看護
師を医療ひっ迫地域に派遣を行
いました。

令和３年５月17日～28日
大阪府 看護師５名派遣

令和３年９月６日～17日
東京都 看護師２名派遣

リモートによる結団式

大阪府派遣に携わった旭川厚生病院看護師５名
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新型コロナウイルス感染症への取組み

JA秋田厚生連

入院の受入患者数は実患者２，２００名を超え
ており、秋田県内の各医療圏で要となっている。
また、秋田県からの要請に応え、能代厚生医療
センターでは、宿泊療養施設の役割を担う病床
も確保し、陽性患者を受け入れている。

＜入院対応＞

JA秋田厚生連は、９病院中の８病院（かづの厚生病院、北秋田市民病院、能代厚生
医療センター、秋田厚生医療センター、由利組合総合病院、大曲厚生医療センター、
平鹿総合病院、雄勝中央病院）で新型コロナウイルス感染症患者の受入病床を確保し
ている。
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＜外来対応＞

発熱外来の設置に伴い、プレハブを併設するなど、感染対策に万全を期して患者
対応を行っている。

＜ワクチン接種＞

病院職員には早期からワクチン接種を開始。また、ワクチン
集団接種会場へのスタッフ派遣、高齢者施設等での巡回
接種の実施、各病院での住民向けの個別接種を実施する
など、自治体と連携しながら感染拡大防止に努めた。

＜オンライン面会＞

感染拡大に伴い、入院患者との面会を制限し
たが、タブレット等を用いてオンラインで面会が
できるようにした。
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画像１

新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ福島厚生連

【新型コロナ陽性患者の受け入れ】

白河・塙・坂下の３病院で受入病床を確保。

入 院 対 応

【発熱外来等の設置・運営】

福島県・地元行政からの要請を受け「帰国

者・接触者外来」「地域発熱外来」を設置・運

営するとともに、各病院で「専用外来」を設置。

【新型コロナワクチン接種の協力】

地元行政等からの要請を受け、集団接種へ

の職員派遣や個別接種、職域接種を協力対応。

外 来 対 応

ワクチン接種対応

福島民報（2021.5.20）
※掲載：坂下厚生総合病院- 7 -



新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ茨城県厚生連

【ダイヤモンド・プリンセス号からの感染者受入】

○ 集団感染が発生し横浜港に停泊していたダイヤモンド・プリンセス号での感染患者を、次の３病
院（いずれも感染症指定医療機関）で入院を受け入れ、未知のウイルスの脅威と闘った。

地域の公的医療機関として、感染者の入院受入（県内患者の約15％を受入）のほか、帰国者・接触

者外来、診療・検査医療機関、発熱外来、ホテル回診、ワクチン接種等の役割を担い、地域に貢献。

ICU（集中治療室）で対応する様子

受入医療機関名 受入人数 受入期間

ＪＡとりで総合医療センター ３名 R2.2.11～3.11

総合病院土浦協同病院 ２名 R2.2.12～3.10

茨城西南医療センター病院 １名 R2.2.13～3.5
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新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ茨城県厚生連

【県臨時医療施設への協力】
○ 県内の医療体制がひっ迫する中、厚生連は県と協力し、なめがた地域医療センターの空き病

床を提供して臨時医療施設（40床）を設置。 （R3.8.25～9.30、R4.1.17～3.31）
同施設では、高齢者や基礎疾患を有するなど重症化リスクのある軽症・中等症患者を短期入

院させ、重症化を抑制する「抗体カクテル療法」を実施。
スタッフは、厚生連、県立医療大、医師会等から派遣。

【ワクチン接種加速化への協力】
○ 各医療機関での個別接種に加え、自治体の集団接種に協力。
(例) なめがた地域医療センターは市の要請で集団接種会場と

なり、令和３年６月末までに約8,000回の接種を実施。

○ ＪＡ茨城県中央会と調整し、県内ＪＡ職員等の職域接種に協力。
⇒ ３回で延8,973名の接種を実施（R3.7.5～9.3、R4.4.7）

ワクチン接種の様子
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新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ茨城県厚生連

【病院における感染対策の事例】
○ 総合病院土浦協同病院では次のとおり感染対策を徹底。 ※令和２年８月末時点の対応を掲載

◆ 外来患者への対応
24 時間、病院への入口を一箇所に限定。正面玄関ではサーマルカメラで体温モニタリングを実施。
問診を行い、問題となった方は別部屋で対応、場合によっては発熱外来で診察。

◆ 入院患者への対応
予定入院：入院前 10 日以内でのPCR検査を依頼。入院２週間前程度から体温測定などの健康

チェック。入院日は、問診と健康チェックを総合的に判断し、危険度に応じて部屋を決定。
緊急入院：問診で危険度のレベル分けを実施。入院は原則個室で対応、直ちにPCR検査により感染の

有無を確認。
◆ 面会への対応

原則として外部からの面会は禁止。荷物の受け渡しも家族のみに
限定し、病棟入口で荷物を病棟スタッフへ手渡す方法を採用。

◆ 職員への対応
体温測定を含めた健康チェックを実施。
医療者として自覚を持った行動（外出や旅行等の自粛への協力）。
県外への外出などについては届出の提出などの対応を実施。

正面玄関にサーマルカメラを設置
- 10 -



新型コロナウイルス感染症への取組み①

JAかみつが厚生連 上都賀総合病院

【県西医療圏における受診・入院相談】
⚫ 県西保健所と連携し、医療圏内外のCOVID-19患者を

積極的に受け入れ、延べ900名以上の入院患者を対応
している。

【臨時医療施設開設への協力】
⚫ 栃木県臨時医療施設開設に際し、従事医療スタッフ

の指導等に協力した。(現地指導・動画作成)
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新型コロナウイルス感染症への取組み②

JAかみつが厚生連 上都賀総合病院

【地域の高齢者施設・医療機関の感染対策指導に協力】
⚫ 栃木県・保健所・看護協会等の要請に応じ、県内の高齢者施設や医療

機関へ感染対策指導のためスタッフを派遣した。

【ワクチン接種推進のため集団接種を実施】
⚫ かかりつけ患者へのワクチン接種のみならず、鹿沼市と連携し市内の

小中高生（12～17歳）や教員などへの集団接種を実施した。
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新型コロナウイルス感染症への取組み①

JA佐野厚生連 佐野厚生総合病院

「検疫チーム」の立ち上げ

⚫ 2020年５月、多職種による「検疫チーム」を立ち
上げ、発熱者と他の患者さんが交わらないよう正
面玄関入口等のゾーニングを行いました。

遺伝子検査チーム

検疫チーム

検疫チーム

2020.5.12発足

「遺伝子検査チーム」の立ち上げ

⚫ 2020年５月、「遺伝子検査チーム」を立ち上げ、
予定入院患者に対するLAMP検査を開始しまし
た。

⚫ ５月からは全予定麻酔科依頼手術患者に、７月
からは全手術患者、１０月からは全予定入院患
者に対し検査を実施しています。
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新型コロナウイルス感染症への取組み②

JA佐野厚生連 佐野厚生総合病院

新型コロナワクチン接種への協力

⚫ 行政（市・県）より委託を受け、新型コ
ロナワクチン接種を開始しました。
➢2021年３月１日から2022年11月
30日までの期間で17,646件実施し
ています。

⚫ 2022年６月、地元の新聞「佐野市民
新聞」に、市民に新型コロナワクチン接
種を推奨する記事を掲載しました。

↑新型コロナワクチン接種
の受付風景

→新型コロナワクチン接種
推奨記事
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感染対策実習

看護部における感染対策実習

ＪＡ神奈川県厚生連 相模原協同病院

⚫ 実際にマスクやエプロンの着脱方法な
どの実技講演実施。

⚫ 病院見学を実施し、院内の様々な場所
で実際に働いている看護師と質疑応答
を実施。

⚫ 病院見学後、2～3年目の看護師がグ
ループに加わり座談会を実施。

実技講演の様子
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新興感染症訓練

保健所・連携医療機関と合同の新興感染症訓練

ＪＡ神奈川県厚生連 相模原協同病院

⚫ 相模原市保健所、近隣連携医療機関7
病院と合同で新興感染症訓練を実施。

⚫ 新興感染症に関する講義や防御具の着
脱演習、患者受入導線の院内ラウンド
を実施。

⚫ ZOOM参加によるハイブリッド形式で
訓練を実施。

防御具の着脱演習の様子
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感染対策周知

院内・院外に対する感染対策の周知

ＪＡ神奈川県厚生連 伊勢原協同病院

⚫ 院内感染対策委員会の開催
伊勢原協同病院ではコロナ禍以前から、医師・看護師・医療技術部など多職種の職員が参加し、 院内

の感染対策の方向性を決める院内感染対策委員会を開催。元々月1回の頻度で開催していたが、コロ

ナ禍以降、必要があれば臨時で月数回開催し、柔軟な対応ができるよう体制を構築。

⚫ 認定看護師研修会での感染対策等の職員への周知
（2020年7月、12月）

伊勢原協同病院に在籍する感染管理認定看護師2名が、院内職員向けに研修会を開催。COVID-19

の感染経路や潜伏期間等の概要の解説や、感染対策について説明。

⚫ JA健康寿命100歳プロジェクト講演 「分かりやすい感
染対策のポイント」の実施（2021年7月）

JA健康寿命100歳プロジェクトの取り組みの一環として、JAはだので講演を実施。感染管理認定看護師

が講師を務め、組合員向けにCOVID-19の感染対策のポイントを解説。

2022年9月開催時
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コロナ対応

コロナ対応

ＪＡ神奈川県厚生連 伊勢原協同病院

⚫ 新型コロナワクチンのJA職域接種の実施（1～3回）
近隣のJA役職員とその家族を対象に、新型コロナワクチンの接種を実施。

⚫ 発熱外来の設置
発熱外来を設置し、有症状者に対しコロナ検査を実施中。
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新型コロナウイルス感染症への取り組み

ＪＡ長野厚生連

JA長野厚生連では、9事業所11病院で新型コロナウイルスの病床を確保し、
令和４年１２月末までに、3,222人の陽性者の受け入れを行っている。
病床使用率については、確保病床数（長野県下557床の内最大105床確
保）に対し、ピーク時は140％を超える日もあった。

●新型コロナ陽性患者受け入れ

●ワクチン接種の実施

JA長野厚生連9事業所において、地
元行政からの要請を受けながら、令和
４年１２月末までに、233,116人の接
種を行っている。

医師による問診
- 19 -



新型コロナウイルス感染症への取り組み

ＪＡ長野厚生連

回数 接種日 合計

第1回目
R3.9.7
296人

R3.9.10
281人

R3.9.14
274人

R3.9.17
183人

1,034人

第2回目
R3.10.5
291人

R3.10.8
281人

R3.10.12
275人

R3.10.15
184人

1,031人

第3回目
R4.5.27
221人

R4.6.3
225人

R4.6.17
182人

ー 628人

職域接種実施者総合計 2,693人

政府は新型コロナワクチン接種に関する地域の負担を軽減し、接種の加速化を図る
ため、職域単位でのワクチン接種を開始した。
JA長野県ビルにおいてもJA役職員の感染リスクの低減化に向け、JA長野県ビル・
地元JA・各連合会等に職域接種を進めていく方針となり協力を行った。

●JA長野県ビルワクチン職域接種の実施（長野松代総合病院）

JA長野県ビルでの職域接種の様子

- 20 -



新型コロナウイルス感染症への取組み

JA新潟厚生連

JA新潟厚生連の10病院で、新型コロナ陽性患者の受入病床を確保。延べ1,800
名以上の入院患者の受入を行った。JA新潟厚生連で確保した受入病床は新潟県
内の受入病床の約26％（最多確保時）となっている。

＜入院対応＞

＜外来・ワクチン対応＞

新潟県や地元行政から要請を受け、10病院で帰国者・
接触者外来を設置。また、15施設で新型コロナウイルス
感染症のワクチン接種を延177,588人に実施。

＜看護師派遣＞

医療提供体制が逼迫している大阪府に対して、令和３年５月24日
から６月２日まで２名の看護師を派遣した。

JA新潟厚生連では、新型コロナ陽性患者の受入、ワクチン接種の実施等
新潟県内での新型コロナウイルス感染症への対応として様々な役割を担っている。

＜ワクチン接種の様子＞
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新型コロナウイルスワクチン接種

皆さんのおかげ
でワクチンを受
けられた

JA富山県厚生連

⚫ 厚生連高岡病院・厚生連滑川病院では、職員・高齢者・
一般住民を対象に新型コロナウイルスワクチン接種を
行っています。

⚫ 接種会場では、受付・予診票確認・問診・注射・誘導な
どに担当を分担し、各部署より協力して人員を配置し、
円滑かつ安全にワクチン接種が行われるように取り組ん
でいます。

⚫ 接種された方からのねぎらいの言葉を一部紹介します。

誘導がお見事
だったね！

副反応が出た時には
受診してよいって言
われて安心しました

病院は広いから混雑
した感じもなくス
ムーズに受けられた
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行政と連携したコロナ受入訓練の実施

岐阜県厚生連 中濃厚生病院

行政等との受入訓練

⚫ 圏域内の保健所および医療機関とともに、新興感染症
を疑う場合の受入訓練を行いました。

⚫ 第１種感染症指定医療機関のチームを招き、指導して
いただきました。

⚫ 連携をスムーズに行うため、電話での連絡・患者の移送、
PPEの着脱、実際の感染症病床での動き方、検体の引
き渡し方法等の実働訓練を実施しました。

⚫ 終了後の意見交換会で、地域での連携について検討を
行いました。

意見交換会

保健所･他病院との合同受入訓練
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乳幼児ワクチン接種の実施

岐阜県厚生連 岐阜・西濃医療センター 揖斐厚生病院

⚫ 対象：揖斐郡３町（揖斐川・池田・大野）の住民、
生後６か月以上４歳以下。

⚫ 申込：各町へ申込みを行い、町にて接種者名簿を
取り纏め、病院へ提出。

⚫ 実施：接種者名簿に基づき、午後より小児科外来
にて実施。

乳幼児ワクチン接種の実施

乳幼児ワクチン接種受付
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ドライブスルーを活用した検査の実施

岐阜県厚生連 東濃中部医療センター 土岐市立総合病院

⚫ 令和2年4月30日 岐阜県と設置運営委託業務契約締結
【土岐医師会・多治見市医師会と協力】

目 的：地域の医療機関を受診した発熱等の症状のある
患者に対し、新型コロナウィルス感染症の検査を
速やかに実施できる体制の確保。

運 用：各医療機関で、医師が新型コロナウィルス感染症の
検査が必要と判断した場合に、専用の紹介状にて
検査センターへ紹介。
検査後、患者及び紹介元医療機関へ結果を報告。

検査方法：ドライブスルーによる検査の実施。
【LAMP法によるPCR検査】

地域外来・検査センター設置

ドライブスル―による検査風景
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新型コロナウイルス患者受入とワクチン接種の実施

ＪＡ静岡県厚生連

【発熱外来の実施、新型コロナウイルス感染症患者の受入】
⚫ 感染症患者増大時の発熱外来の実施。
⚫ 県下四病院で病床を確保し、入院患者の受入を行っ
ている。
新入院患者数
（令和３年度 220人、令和４年度上半期 345人）

【職域接種への対応】
⚫ ＪＡ役職員およびその家族に対し、県下４会場で計
３回の職域接種を実施した。
１回目接種 4,742人
２回目接種 4,736人
３回目接種 3,465人

ワクチン接種の様子
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コロナ禍の戦略的広報

Webマガジン 広報誌

中日新聞 別折広告

事業要覧 職員向け広報誌 外部向け広報誌 Webサイト SNS JA記者会でのリリース

2022年度
Webサイト・SNS・
各広報誌で「After story」
として専門職インタビュー
全文を順次公開中。

情報発信の強化

JA愛知厚生連

⚫ 広報誌のリニューアル

⚫ SNSの開設

⚫ Webサイトのリニューアル

⚫ テレビ・新聞等へのメディア露出強化

⚫ 愛知県大規模集団接種会場の運営

新型コロナ対応を総括する広報活動

⚫ 2022年３月27日（日）「中日新聞」別折広告

⚫ 愛知県全域で約127万世帯へ配布（県内世帯数約４割）

ブランケット版４ページ構成

表紙 病院長インタビュー

中面 社会情勢および本会の取り組みの

時系列、写真、専門職インタビューまとめ

背表紙 代表理事理事長挨拶、

地域医療を守るための決意
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コロナ禍の戦略的広報

事業要覧 職員向け広報誌 外部向け広報誌 Webサイト SNS JA記者会でのリリース強化 愛知県新型コロナワクチン大規模集団接種会場の運営

情報発信の強化

JA愛知厚生連

中期計画の経営改善策の３本柱として「戦略的広報の実施」に取り組んでいます。

本会の取り組みを地域住民および医療関係者・行政などに理解いただくことで本会および８病院への認知度・信頼感を高めることを目的としています。

⚫ 各広報誌のリニューアル

⚫ SNSの開設（Instagram・Facebook・LINE）

⚫ Webサイトのリニューアル（採用ページの強化・With Magazineの新設）

⚫ テレビ・新聞等へのメディア露出強化（JA記者会でのリリース強化）

⚫ 愛知県新型コロナワクチン大規模集団接種会場の運営（愛知県との連携強化・メディア露出強化）

- 28 -



コロナ禍の戦略的広報

Webマガジン 各広報誌中日新聞 別折広告

2022年度
Webサイト・SNS・
各広報誌で「After story」
として専門職インタビュー
全文を順次公開中。

JA愛知厚生連

新型コロナ対応を総括する広報活動

⚫ 2022年３月27日（日）「中日新聞」別折広告

⚫ 愛知県全域で約127万世帯へ配布（県内世帯数約４割）

ブランケット版４ページ構成

表紙 病院長インタビュー

中面 社会情勢および本会の取り組みの

時系列、写真、専門職インタビューまとめ

背表紙 代表理事理事長挨拶、

地域医療を守るための決意
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三重県の要請に応え、認定看護師を派遣

県の感染制御チームへ感染管理認定看護師を派遣

ＪＡ三重厚生連

⚫ 2022年6月以降、高齢者施設や医療機関において多くのク

ラスターが発生。

⚫ 高齢者施設の職員が複数感染して業務継続が困難となり、

支援要請が発生。県は支援体制の強化を図るため、厚生連に

派遣要請。

⚫ 各病院の感染管理認定看護師が、県庁の対策本部で感染制

御チームの一員として県職員らと協働。

⚫ 施設からの相談対応、クラスター発生施設での現地調査や感

染対策に関する指導を行い、高齢者施設の業務継続を援助。
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地域と連携したワクチン接種の実施

行政、民間企業、厚生連の三者連携によるワクチン接種

ＪＡ三重厚生連 三重北医療センターいなべ総合病院

⚫ いなべ市や地元鉄道会社などの民間企業と病院が連携して、円

滑な接種体制を構築し、毎日500人のワクチン接種を実現。

⚫ いなべ市職員をはじめ、保健師や事務担当、交通整理員など総

勢約50人体制で対応。

⚫ 交通手段がない高齢者にも対応するため、コロナ禍で稼働して

いなかった観光バスを送迎用バスとして活用。

⚫ バスガイドが車内で接種を受ける際の注意事項などを伝え、病

院に到着すると受付や問診、接種など一連の動きを流れに沿っ

て案内。

【バス出動台数】

■ 1回目・2回目接種

■ 3回目接種

(2021年５月24日～８月11日）

(2022年２月18日～４月８日）

延べ465台
（大型326台、マイクロ139台）

延べ205台
（大型143台、マイクロ62台）
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新型コロナウイルス感染症への取組み

JA広島厚生連

JA広島厚生連３病院（尾道総合病院、吉田総合病院、廣島総合病院）で、新型コロ
ナ陽性患者の受入病床を確保。
延べ１万名以上の入院患者の受入を行った。

＜入院対応＞

＜外来対応＞

帰国者・接触者外来、発熱外来を設置し、
患者対応を行った。

JA広島厚生連では、新型コロナ陽性患者の受入、ワクチン接種会場への人的支援等、
広島県内での新型コロナウイルス感染症への対応として、様々な役割を担っている。

＜検査の様子＞
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＜小児へのワクチン接種＞

自治体からの要請を受け、５歳から11歳の子ども
を対象として、吉田総合病院にて、ワクチンの集団
接種を行った。

＜看護師派遣＞

医療提供体制が逼迫している大阪府に対して、令和３年５月14日から５月27日ま
で看護師１名を派遣した。

＜接種会場の様子＞
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長門医療圏域 地域感染対策支援ネットワーク

ＪＡ山口厚生連 長門総合病院

地域の感染対策水準向上を目的に令和2年に設
置。当院のICTが保健所と共同して地域の病院・
施設等への感染対策を行っている。

【今年度の主な実績】

〇クラスター発生施設への支援
→該当施設へ訪問し感染対策指導（11施設）

〇地域の診療所への支援
→個人防護具の着脱訓練（14施設42名参加）

〇訪問看護、介護事業所への支援
→患家訪問時の感染対策講習（80名参加）

【保健所と共同して講習会開催】
（左から当院ICD、保健所地域保
健班、当院ICN）

防護具の着脱訓練
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新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ徳島厚生連

【阿南医療センター】
院内感染対策研修会の開催

○スタンダードプリコーションの周知徹底

・全職員を対象に、定期的に研修会を開催している。

・基本的な対策の理解に留まらず、実践への意識付けを目的としている。

・今回は、個人防護具の正しい使用例並びに、その目的や必要性についての

再認識に主眼を置いた。

・研修会時点の県内の感染状況及び、自院の対応方針について共有を行った。

ドライブスルー検査の実演

【吉野川医療センター】
地域医療機関と合同訓練

○新興感染症疑い症例対応と新型コロナウイルス感染症対応の現状課題

・現地参加とWEB参加のハイブリッド方式による、ドライブスルー方式での検体採取の実演､

防護衣の着脱方法、感染対策ストレッチャーの取扱い等実践的な訓練を行った。

・現在、新型コロナウイルス感染症対応を行っていない医療機関において、今後必要とな

るであろう手技について、従事者が新興感染症にかからない、広げないよう細かな点に

注意し、訓練を行った。

・今後もアップデート・アップグレードし定期的に開催する。
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新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ徳島厚生連

【阿波病院】
新型コロナワクチン接種体制支援事業への協力

○阿波市との連携により新型コロナワクチン接種を実施

○スムーズな運用。

･職員の配置を工夫し、一カ所で時間がかかり過ぎないようする。

・接種の流れや、接種後の注意点などを言葉だけでなく、文書も用いて、

より理解しやすく説明。

【徳島県農村健康管理センター】
保健師による健康講話

○JA女性部グループを対象に｢新型コロナウイルスと戦う｣と題して健康講話を実施

(JAアグリあなん新鮮とれとれ市総会より要請)

･日常生活の中で出来る感染予防対策として、免疫力を高めるための食事や生活習慣について説明。

・コロナ禍で受診率が低迷する現状と健康診断の大切さを伝え、当センターの利用促進を案内。

・ワクチン接種状況も含めた、本県における新型コロナウイルス感染症に関する情報提供。
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新型コロナウイルス感染症への取り組み

地域とともにあゆむ病院へ

ＪＡ香川厚生連 屋島総合病院

【これまでのあゆみ】

⚫ 2020.04.01 帰国者・接触者外来を設置。

⚫ 2020.08.11 疑似症患者向け病床７床確保し、香川県より新型コロナウイル

ス感染症疑い患者受入協力医療機関の指定を受ける。

⚫ 2020.09.02 ＪＡ香川県新型コロナウイルス感染症検査依頼受入開始。

⚫ 2020.10.26 香川県診療検査医療機関の指定を受け、発熱外来を開始。

⚫ 2021.01.08 市内老健施設にて大規模クラスター発生。入所者のトリアージ

のため当会所有のＣＴ健診バス派遣。また高松市長の要請により、感染管理

認定看護師および看護師を老健施設へ派遣。

⚫ 2021.07.04 地域住民のための新型コロナウイルスワクチン接種開始。

⚫ 2021.08.01 新型コロナウイルス感染症重点医療機関の指定を受け、４床を

即応病床に転換し、本格的に陽性患者の受入れを開始。

⚫ 2022.10.01 即応病床を１床追加し、計５床で運用開始。 車内での検体採取の様子
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新型コロナウイルス感染症対策への取り組み

JA香川厚生連 滝宮総合病院

【発熱外来、入院設備の整備】

⚫ 発熱外来 平日予約枠：一般30名、小児30名

時間外対応あり

⚫ 陰圧テントの設置

⚫ 重点医療機関として専用病床6床確保

⚫ CT検診車を利用した、COVID-19患者のスクリーニング診療

【地域支援等】

⚫ 高齢者施設でのトリアージ診療（CT検診車活用）

⚫ クラスター発生施設への医師・ICNの派遣

⚫ 地域住民集団ワクチン接種、PCRセンターへの医師・看護師の

派遣

⚫ ＪＡグループ香川の職域接種実施

陰圧テント

CT検診車- 38 -



JA高知病院におけるコロナへの取組み

ＪＡ高知県厚生連

⚫ コロナ病床の確保
➢ １病棟をコロナ専用病棟とし、妊婦を含めた
要請患者の受入を実施

⚫ コロナワクチン接種への協力
➢ 2021年3月より地元行政と協力しコロナワク
チン接種を開始。

➢ 医療従事者やエッセンシャルワーカーをはじ
め、５～11歳の小児を含む地域住民などへ
ワクチン接種を実施した。

コロナ病棟の食事風景

消防職員への優先接種- 39 -



大分県厚生連鶴見病院におけるコロナ対策

ＪＡ大分厚生連

⚫ 出入口での体温測定と手指消毒
➢ 入館時にサーモグラフィーと温度測定器にて体温の確認、手

指消毒を実施

⚫ マスク着用の依頼
➢ 入館される皆様には必ずマスク着用を依頼

➢ お忘れの方向けにマスク自動販売機を設置

➢ 職員はフェイスシールドも着用

⚫ 職員教育
➢ 患者さんと接する際はゴーグルを着用し、職員は日頃より感

染対策を徹底

手指消毒 マスク自動販売

サーモグラフィー
（正面玄関）

サーモグラフィー
（立体駐車場）
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大分県厚生連鶴見病院におけるコロナ対策

ＪＡ大分厚生連

⚫ 緩和ケア病棟14床を休床し、感染症病棟として
運用

⚫ 待合室の３密回避
➢ 診察や検査の待合のレイアウトを変更、

長椅子は使用方法も掲示

➢ 職員が毎日定時に消毒を実施

⚫ 窓口対策
➢ 窓口にパーテーションを設置

⚫ 発熱外来のリニューアル
➢ 診察の順番が来たら専用の待合に案内

➢ 医師とアクリル板で隔てられた診察室にてマイクと

スピーカーを使用した診察を実施

➢ 他の患者さんとの交差を避け、診察や検査を実施

➢ 診察が一名終わるごとに、診察室の除菌作業を実施
受付窓口（パーテーション）

待合室の３密回避

感染症病棟
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鹿児島厚生連病院から東京都へ看護師派遣

JA鹿児島県厚生連

鹿児島厚生連病院では、９月～１０月にかけ
て約１か月間、新型コロナウイルスの感染拡大
で医療体制が逼迫している東京都へ看護師を派
遣しました。

東京都への派遣は、農水省からＪＡ全厚連
へ要請があり当院が協力を申し出たもので、

板橋区にある「豊島病院（酸素ステーショ
ン）」で主に中等症の患者さんの看護業務に従
事しました。

○○○○○○○○

派遣を前にした壮行会では、徳重院長は「東京は逼迫した状況で十分な医療が提供され
ていないと聞く。医療者として困っている人々の助けになってほしい」と激励しました。

派遣される西田師長は、「これまでも感染予防やワクチンの接種などに取り組んできた。
経験や知識を現場で生かし、東京で頑張りたい」と力強く決意表明をしました。
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新型コロナウイルス感染症への対応

○主な取り組み

ＪＡ鹿児島県厚生連 厚生連病院

⚫ 2020年 3月 帰国者・接触者外来の開設

⚫ 2020年 7月 感染者の入院受入の開始

ドライブスルー形式のPCR検査を開始

⚫ 2020年10月 新型コロナウイルス感染症疑い患者

受入協力医療機関の指定

⚫ 2020年11月 診療・検査医療機関Ａの指定

⚫ 2021年 2月 新型コロナウイルス感染症重点医療機関へ指定変更

⚫ 2021年 5月 新型コロナウイルス受入病床を4床から8床に増床

新型コロナウイルスワクチン接種の開始

⚫ 2021年 6月 新型コロナウイルス感染症受入稼動病床をＨＣＵへ変更

⚫ 2021年 8月 新型コロナウイルス受入病床を8床から14床に増床

ドライブスルーPCR検査
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健康管理厚生連の取組

©みんなのよい食プロジェクト
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新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ岩手県厚生連

【ゾーニング】

⚫ レッド、イエロー、グリーンでゾーニン

グ。感染専門チームの移動動線を明確化。

⚫ 陽性者、濃厚接触者の居室は、イエロー

ゾーンでサンダルに履き替え入室。居室

へ入室後は窓から退室。

【食事提供】

⚫ 濃厚接触者の食事は、お盆には袋をかぶ

せて提供。

⚫ 濃厚接触者の使い捨て容器は、各居室に

置いてるゴミ箱に袋ごと捨てる。

陽性者が受診する際の車の様子

ゾーニングの実施
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介護老人保健施設における新型コロナ感染への対応
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新型コロナウイルス感染症への取組み

介護施設におけるコロナ対応

ＪＡ群馬厚生連

⚫ 特養入居者及び、職員へのワクチン接種について

➢ 施設内で全員実施（4回目まで完了）

⚫ 感染者が出た場合の対応物資の事前調達について

➢ ガウン、マスク、アルコール消毒剤、使い捨て食器、

使い捨て食事用エプロン、使い捨ておしりふき、清拭

剤などを1週間分を確保

⚫ マニュアル作成

➢ 新型コロナウィルス感染症対策マニュアル

調達した対応物資- 46 -



新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ群馬厚生連

⚫ 施設内制限について
➢ ガラス越し面会の実施

⚫ 感染発生した場合について
➢ 利用者

・全利用者抗原検査の実施

・全員個室居室での対応

・健康観察の実施

➢ 職員

・ユニット内全職員抗原検査の実施

・フェイスシールド及びガウン着用

・共有スペースへの立ち入り禁止

➢ 陽性職員の復帰時は、当日抗原検査を実施、陰性

確認後、復帰とする

➢ 職員が濃厚接触者の場合についても、抗原検査で

はなく、ＰＣＲ検査を実施

ガラス越しにPHSを使用し、施設利用者と家族が面会
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安全安心に受診いただける環境整備

時間予約制等による感染症対策を実施

ＪＡ千葉厚生連

⚫ 受付時に検温。数値を受付名簿に記入（記入
は令和４年３月まで実施）

⚫ 密を避けるために時間予約制に。時間の案内
文書を資材とともに送付

⚫ 心電図や腹部超音波検査等で胸元・お腹等を
覆うタオルを持参するよう受診者に依頼

受診者への配布資料- 48 -



安全安心に受診いただける環境整備

ＪＡ千葉厚生連

⚫ 各コーナーにパーテーションを設置。

⚫ その他、基本的な感染対策を実施し、健診・事
後指導を実施

設置されているパーテーション
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人間ドック実施時におけるコロナ対策

安心・安全にご受診いただけるように、受診環境の確保に努めています。

ＪＡ東京厚生連

⚫ マスク着用を原則
➢ 受診者、健診施設スタッフ相互の安全確保のため、施設内

では不織布マスクの着用を依頼

⚫ 受診者の健康状態の確認
➢ 入館後、速やかに体温測定・新型コロナウイルス感染症防止

対策問診票・本日の体調確認を記入していただき、問診で体

調確認を実施

⚫ 受診者間の距離の確保
➢ 「密集・密接」を避けるため、受診者間の距離を確保

ロビー 待合スペース

健診資材にて事前通知 体温測定
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人間ドック実施時におけるコロナ対策

ＪＡ東京厚生連

⚫ 受診者とスタッフの距離の確保
➢ 対面で話す際の距離の確保

➢ 抗ウイルスシート・パーテーションを設置

⚫ 空気感染対策
➢ ストリーマ除菌ユニット、空気循環式紫外線洗浄機等を設置

⚫ 予約受付時間（３部制）
➢ 密集・密接を防ぐため予約受付時間を３部制に分散

⚫ アルコール手指消毒の励行
➢ 各階・手指消毒用アルコールの設置

⚫ 環境衛生
➢ 抗ウイルスシート・抗ウイルスシールの設置

ストリーマ
除菌ユニット
（各フロア）

空気循環式
紫外線洗浄機
（ロビー）

パーテーション
（診察室）

抗ウイルスシート
（総合受付）
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人間ドック実施時におけるコロナ対策

ＪＡ東京厚生連

⚫ 緊急時の対応
➢ 受診者に肺CTで、肺炎像が認められた場合、当該受診者を

個室へ案内し、読影医師から状況を説明したうえで、人間ドッ

クを中止。受診者と相談し、近隣医療機関の受診を予約。

➢ 受診者の移動経路を確認し、消毒を実施するとともに、職員

の濃厚接触の可能性について判断。受診者より、医療機関

受診後の結果を確認。

⚫ 健康診断項目ごとに留意している事項
➢ 検査機器等については受診者の体が触れる部分を受診者ご

とにアルコール消毒液等で清拭

➢ 内視鏡検査については日本消化器内視鏡学会の指針を尊

重し、感染防止対策を徹底

➢ 結果説明にあたっては適切な距離の確保等を行うとともに、

説明資料等を工夫し、結果説明を効率化

PPEの着用

ビニールカーテン
の設置

飛沫対策吸引装置

＜内視鏡検査＞

＜超音波検査＞

空気清浄機
の追加設置- 52 -



新型コロナウイルス感染症への取組み

病院を持たない厚生連として予防に重点を置いた活動の実施

ＪＡ山梨厚生連

⚫ 感染症拡大防止策を徹底した健診の実施と情報発信

➢ 感染防止対策を徹底した人間ドック、施設内健診、巡回健診

の実施

➢ 健康を守る活動を止めない方策の展開

① 巡回健診の休止時に施設型での代替健診実施（2020年４

月）

② 感染症の再拡大に備えて施設型健診の受け入れ枠を拡大

（午前20名、午後10名追加）（2020年７月）

③ 予約不要の「クイック採血」を開始（2020年８月～）

④ 感染予防の適切さを図る指標として新型コロナ抗体検査を

早期に導入（2020年７月）

➢ ホームページ等による感染予防対策の発信

非接触スイッチの設置 CO2センサーの設置

検温・体調確認問診の様子 飛散防止スクリーンの設置
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新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ山梨厚生連
⚫ 最前線の医療関係者への応援メッセージ、ひとりひとりが感染対

策を継続することの大切さを打ち出したメッセージの発信

➢ センター看板に「続けていこう、ひとりひとりが、今できること。」看板設置

（2020年５月）

➢ 主要幹線道路に隣接する近隣企業本社屋外サイネージで応援メッ

セージを放映（2020年５月～６月）

➢ 標語「コロナに負けない、がんにも負けない。」をセンター看板に掲示

（2020年10月、がん検診啓発月間取組み）

⚫ 発熱外来、自費による感染確認検査の実施

➢ 2020年２月27日～検診車で有症状者の診療を開始、10月～行政検

査としてドライブスルー方式、プレハブでのＰＣＲ、抗原定量検査を開始

➢ ＪＡ役職員をはじめ、地域住民、利用企業・近隣の教育施設の職員な

どを積極的に受け入れ

⚫ 県内ＪＡにマスク・消毒液を提供

➢ 感染拡大とともに入手が困難となった感染防御品を本会から提供し、

感染拡大の未然防止に取り組む

広報誌に掲載したメッセージ
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新型コロナウイルス感染症への取組み

新型コロナワクチン接種促進への全面協力

ＪＡ山梨厚生連

⚫ 県・ＪＡ・本会が連携して行う「ＪＡ巡回接種」を実施

➢ 県下８ＪＡ10会場で組合員・地域住民を対象にワクチン接

種を実施

⚫ 所在する市の個別接種への協力

➢ 個別接種医療機関として地域住民のワクチン接種を実施

⚫ 健診受託３市町のワクチン集団接種に協力

➢ スタッフの派遣を行い、会場運営の補助を行うなど行政の

取り組みに協力

⚫ ＪＡグループ役職員のワクチン接種を早期実施

➢ ＪＡにおける共選や訪問時などの感染対策として、組合員

に安心して利用いただけるよう職域におけるワクチン接種を

早期に実施 JA巡回接種の案内 ワクチン接種の様子
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新型コロナウイルス感染症への取組み

コロナ禍での地域社会貢献活動の実践

ＪＡ山梨厚生連

⚫ ３年ぶりに開催した市民公開講座

➢ 感染拡大防止の観点より定員数を制限しての開催 （参加

者数205名）

➢ 同時にインターネットでの期間限定配信を実施（動画視聴

者数383名）

⚫ オンラインによる健康教育・がん教育の実施

➢ 県内企業において自宅や会社と本会をオンライン会議ツー

ルでつなぎ健康教室を実施

➢ 出張出前授業として行ってきた「がん教育」をオンラインで

実施

⚫ 人間ドック昼食などの対応

➢ コロナ禍において飲食をためらう環境下におけるサービスと

して、“ＧｒｅｅｎＣａｆｅ”(テイクアウト専用)と題し、地産地消や

食育の一環としてＪＡが販売する牛乳やコーヒーを提供。

市民公開講座の様子

オンラインによるがん教育の様子 GreenCafeの様子- 56 -



新型コロナウイルス感染症に関する取り組み

JA福井県厚生連（福井県農業会館診療所）
【新型コロナワクチン接種】

⚫ JA・連合会・関係機関の職員並びにその家族を対象にJAグループ職

域ワクチン接種を県内２会場で実施し、感染予防に努めた。

（３回目：1,175名 4回目：489名）

⚫ 自治体との契約により、過疎地域の高齢者を対象にコロナワクチン

接種を実施し、地域貢献の一翼を担った。 （8月223名）

⚫ 本会診療所をコロナワクチン接種医療機関として登録し、市民対象にワクチ

ン接種を行った。

【PCR検査等無料化事業】

⚫ 県が認定する抗原検査等の実施機関として、県農業会館にてドライ

ブスルー方式で検査を実施した。 （11月末現在 2,592件）

【啓発活動】

⚫ JA・連合会に向けて適宜感染対策の情報を提供した。

コロナワクチン納品の様子

職域ワクチン接種の様子- 57 -



感染症対策を徹底した健診対応

ＪＡ滋賀厚生連

健診の対応

【感染症対策を徹底】
⚫ 問診票による受診者の健康
状態の確認

⚫ 待合席の間隔の確保

⚫ アクリル板の設置やフェイ
スシールドの着用等による
飛沫感染対策

問診票による受診者の健康状態の確認

巡回健診の様子

事後指導の様子- 58 -



新型コロナウイルスワクチンの職域接種を実施！

JA兵庫厚生連

JAグループ兵庫における職域接種

兵庫県から感謝状を贈呈

JA兵庫厚生連では、兵庫県内のJA・連合会職員を対象
に、令和３年７月から新型コロナウイルスワクチンの職
域接種を実施し、令和４年５月で３回目接種を終了しま
した。（延べ11,789人）
現在、４回目（オミクロン株対応ワクチン）の接種を

開始し、県内３会場で実施中です。

また、兵庫県から新型コロナウイルスワク
チンの職域接種について、感染拡大の防止へ
の貢献として感謝状が贈呈されました。

接種会場の様子
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新型コロナに対応した健康増進活動！①

JA兵庫厚生連

感染予防を徹底した健診活動

マスク・フェイスシールドを着用した採血

JA兵庫厚生連では、JA組合員、地域住民、JA役職員
ならびに事業所従業員を対象にして、新型コロナウイル
ス感染症予防対策を徹底しながら、健診・特定保健指
導・健康教室等健康増進活動を実施しています。

各健診コーナーでは、感染予防対策として
飛沫防止のためのシートを設置しています。
シートが設置できない場合は、健診従事者が
マスクとフェイスシールドを着用しています。

シートを活用した問診

ソーシャルディスタンスを保った

骨粗しょう症イベント検診- 60 -



JA兵庫厚生連

感染予防を徹底した保健活動

健康教室の様子

特定保健指導では、飛沫防止のためシート
を設置し、保健指導従事者がマスクとフェイ
スシールドを着用しています。

料理教室は、講師、参加者全員がマスクと
手袋を着用して料理実習を行い、感染防止の
ため試食は行わず、各家庭へ持ち帰って試食
を行っています。

特定保健指導の様子

新型コロナに対応した健康増進活動！②

健康教室は、講師、参加者全員がマスクを
着用し、ソーシャルディスタンスを保って実
施しています。

料理教室の様子
- 61 -



コロナ感染予防を徹底した健康増進活動の実施！①

JA島根厚生連

農業者・女性部健診等健診の取組み

【コロナ感染予防の実施】
健診会場にて、ポスターにより手

指消毒やマスク着用の徹底等を周知
しています。
また、エアドックや広い健診会場

を利用し、換気・密防止を徹底して
います。

健診受診促進リーフレット

エアドックでウイルス除去

ポスターで感染予防を周知

【健診の必要性を発信】
コロナ禍においても早期発見・早期治療につながる健診・

がん検診の必要性をリーフレット等で発信しました。
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コロナ感染予防を徹底した健康増進活動の実施！②

JA島根厚生連

WEB・動画配信を活用した保健指導等

【特定保健指導・結果報告会のWEB実施】
JA職員や一部の島しょ部の方々を対象に

WEBを活用した特定保健指導・結果報告会
を開催しています。

動画配信の様子（JA島根厚生連ホームページより）

WEB保健指導の様子

【動画を活用した運動指導】
自宅でも手軽に運動ができるように、

音楽に合わせた健康体操を保健師が実
施した動画を配信しています。
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感染症対策を徹底した健診対応

ＪＡ岡山厚生連

健診の対応

【感染症対策を徹底】
⚫ 問診票による受診者の健康
状態の確認

⚫ 待合席の間隔の確保

⚫ アクリル板の設置やフェイ
スシールドの着用等による
飛沫感染対策

感染予防の案内感染対策を行った巡回健診の様子
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コロナ禍の中でも健康寿命を延ばすための取組み

ＪＡ岡山厚生連

健康教育等の対応

健康教育の様子

料理教室の様子

【健康教育】
⚫ 健康寿命を延ばすため、体
力の維持や生活習慣病予防
を目的に、感染対策を行っ
た上で健康教育を実施

【料理教室】
⚫ 生活習慣病予防や免疫力を
高めることを目的に、感染
対策を行った上で料理教室
を実施
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新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ愛媛厚生連

⚫ 愛媛県厚生連新型コロナウィルス感染症対策会議

・状況に応じ開催し、新型コロナウイルスの感染者発生

を踏まえた事業継続について対応を行っている。

➢ BCP計画の策定

➢ 各種対応マニュアルの作成

➢ 入館時の検温・手指消毒の徹底

➢ 各検査室の飛沫防止対策

➢ 受診者へのコロナ対策の事前連絡

受診者へのコロナ対策の事前連絡内容
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新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ愛媛厚生連

⚫ 施設内コロナ対策事例

⚫ 巡回健診コロナ対策事例
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新型コロナウイルス感染症への取組み

ＪＡ愛媛厚生連

新型コロナワクチン接種支援

⚫ JAグループとして職域ワクチン接種を実施
➢ 実施日数15日 延べ 5,157人

⚫ 行政の個別接種会場として定期的なワクチン接種機会の提供
➢ 個別接種医療機関として地域住民のワクチン接種を実施
➢ R3年5月～現在まで
➢ 1日66名枠の実施（R4.12.26現在）

⚫ 休日に集団接種規模の個別接種を実施
➢ 8日間 1日当たり800人を想定
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感染症対策を徹底した健診・医療サービスの提供

ＪＡ熊本厚生連

健診の対応

【感染症対策を徹底】
⚫ 待合席の間隔の確保

⚫ アクリル板の設置やフェイ
スシールドの着用等による
飛沫感染対策

施設健診の様子

巡回健診の様子
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ＪＡグループ熊本の医療機関としての診療活動

ＪＡ熊本厚生連

ワクチン接種への対応

【ワクチン接種】

⚫ 診療所内での新型コロナ
ワクチン接種の実施

⚫ ＪＡグループ内の役職員
を対象とした職域接種の
実施

左上 接種前の問診の様子
左下・右下 ワクチン接種の様子
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